
当社は、社名からもお分かりの通り、戦時
下の昭和18 年に土木事業から創業し、来
年で80周年を迎えます。昭和30～40 年
代の高度成長期、土木事業に欠かせない
骨材不足が深刻化し、砕石事業にも進出。
その後、建築事業も加え、現在の土木・砕
石・建築という三本柱の事業体制が確立し
ました。
2012年、リーマンショック後の影響や政権
交代による大幅な政策転換等で公共工事
が低迷し、会社は存続の危機に瀕していま
した。こうした危機的状況を乗り越える為に
「長期計画を全員で作ろう」とした意識が生
まれ、第一期長期経営計画を策定。社員
が危機感を共有したことで業績は好転し、
最初の長期経営計画は順調に完了しまし
た。危機対応が過ぎた時、次に策定された
長期経営計画では「もっと本来の良い会社
にして行きたい」という方向性が打ち出されま
した。砕石業界はいわゆる３K職場とされ、
危険が伴う作業が多く、年間休日も少な
かった。いかに安全に仕事をしてもらえるかを
最優先に、そのための１つとして年間休日を
92日から土日が休める110日、2割増まで
にする目標を第2回の長期経営計画に組み
込みました。こうした働き方改革を実現する
ためには生産性の向上が20％以上必要で
した。
土木・建築事業では政府が自ら旗振りを
するアイコンストラクションにより、ある程度は
生産性向上が予測できました。しかし、同業
者が少なく、独自の考え方で取り組んできた
砕石事業が最大のネックでした。M＆Aで砕
石所を増やしてきた経緯や各砕石所の地域
も違うため、生産形態がバラバラで統一ルー
ルもありません。さらに異動や転勤がなく、ノウ
ハウの共有も難しい環境。こうした大きな
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事業内容：総合建設業（土木、建築、舗装、その他）／砕石骨材製造販売業／生コンクリート製造販売業／アスファルト合材製造販売業／その他建設関連
に付帯する業務／金属加工（溶融メッキ等）／小ねぎの水耕栽培／有料老人ホーム運営と介護サービスの提供

前例のない「採石事業の生産性向上」への挑戦！
戦時下の昭和18 年に土木事業からスタートし、昭和、平成、令和を通じて、砕石・建設事業に
進出しながら発展を続けてきた同社。現在の売上は単体で約70 億円超、グループでは約100 
億円で、その半分は砕石事業が占める。長期経営計画に組み込んだ安全最優先の職場環境、
年間休日２割増、これらの働き方改革を実現するには生産性向上20％が必須条件。そのような
中、前例の少ない砕石事業が最大のネックとなっており、いかにして取り組むのかが課題でした。

働き方改革のために必要な生産性
20％の向上
他社の参考事例が少なく、各砕石所の
生産形態も不統一

徹底した情報収集で作業を全て数値化
成功体験からの意識改革

背景

導入

長期経営計画の実現に向け、最大
のネックだった砕石事業の改革へ

新鮮だった数値化の視点。「やってはい
けない」の固定概念を成功体験で改革。

機械が故障する。」「外部から突然きたコ
ンサルタントにわかるわけがない、上手くいく
はずがない。」など、抵抗だらけでした。それ
に対し、コンサルタントの方が根気よく説明
し、「どうして止まるのでしょうか。まずはやっ
てみませんか。」と対話を繰り返していただ
き、少しずつ投入量を増やしていくことにな
りました。385トンから400トンに変更して
も上手くいき、410トンにしても「あれ？全
く機械が止まらないな。」こういうことの連続
でした。そうなると現場の意識が変わり、そ
の気になってくる。みんなの目の色も変わっ
てきて、自分から「430トンにしてみます。」
と言う者も出てきて。現場の意識改革を
目の当たりにした瞬間でした。
コンサルティングを導入した1年目の大分
砕石所の生産性は以前と比較して圧倒
的に上がり、「テクノ経営さんってすごいね、
変わるんだ。」という認識が広がり、第二期
以降の横展開につながっていきました。こ
れからもグループ全体の発展を目指して、
生産性向上の活動を続けていきます。

テクノ経営総合研究所では今後も経営革
新セミナー、1日工場診断を通じて、企業
変革のきっかけをつくるための活動を推進し
てまいります。

大分本社から近く、規模も二番目に大
きい大分砕石所で工場診断を実施いただ
きました。熊本県にある最大規模の山鹿
砕石所の高い生産性と比較して、大分砕
石所の生産性は低く、その差がどこにある
のか、その理由が分からなかったのも一因
です。原石の運搬や砕石機までの投入時
間、1時間あたりの投入量など、ビデオカメ
ラを駆使して、徹底的に作業を数値化。
今思うと当たり前ですが、当時はその視点
が新鮮に感じられました。自然環境下での
作業ですので、読めない部分もありますが、
そういった条件を加味して設備故障も防
止しながら、いかに効率的に原石を投入
するか。こうした課題に対して具体的な進
め方をコンサルタントの方から説明いただき、
「これならできる。」という確信を持ちました。
工場診断を経て、コンサルティングの導
入が決まり、改善活動を進めることになりま
した。改めて大分砕石所の1時間あたりの
投入工数を見てみると、山鹿砕石所の
500トンと比べて385トンと圧倒的に少な
かった。この差が改善の原点でした。しかし
活動当初は、「(過去の経験から)投入量
を増やすと機械が詰まる。」という声や「山
鹿とは石の質が違うので、そんなにたくさん
投入できない。だから、やってはいけない。

課題に対し、自分達でやるには限界がありま
した。そんな状況の中で参加したのがテクノ
経営さんのセミナーでした。そこで生産改善を
詳しく教えていただき、一度きちんと工場診
断を実施してもらおうということになりました。
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